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う
た
と
げ
き
の
つ
ど
い

二
月
十
五
日

、

南
吉
井
保
育
所

で
は
「

う
た
と
げ
き
の
つ
ど
い

」

が

行
わ
れ

、

園
児
た
ち
が

一
年
の
成
長

よ
り
を
発
表
し
ま
し

た
。

お
父
さ
ん

、

お
母
さ
ん
方
の
あ
た

た
か
い
声
按
と
大
き
な
拍
手
に

、

は

ず
か
し
そ
う
な
顔
、
笑
顔
い

っ
ぱ
い

の
表
情
を
見
せ
な
が
ら
も
友
だ
ち
と

力
を
合
わ
せ
て
楽
し
く

表
現
で
き
ま

し
た
。

閣
児
た
ち
は
、
保
育
所
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
次
へ
の
ス
テ

ッ
プ
を
椛
実
に
歩
ん
で
い
ま

す
。

町の人口

6 ,928 (+26) 

21 ,034 (+50) 

10 ,064 (+30) 

10 ,970 (+20) 女

郵便局からのお知らせ...・H ・ ..9おめでとう 一年生...・H ・ ..4 ・ 5

2 月 1 日現在

世帯数

ふれ合いの日...・H ・..…...・H ・ ..7税・年金だより....・H ・...・ H ・ ...2

口

男

戸籍・町民カレンダー...・H ・ ..10

人
同和教育...・H ・.....・ H ・.....・ H ・ ..8国保保険証の更新について…3

狂犬病予防注射と畜犬登録…6

国
国
図
自
国
園
圏
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固定資産課税台帳

縦覧のお知らせ

平成 5 年度固定資産課税台帳の縦覧を次の

とおり行います。

縦覧期間 平成 5 年 3 月 1 日から平成 5 年 3

月 20 日まで、

午前 8 時30分から午後 5 時まで

(日曜日、第 2 第 4 土曜日は除く、

それ以外の土曜日は正午まで)

重信町役場税務課縦覧場所

年
金
だ
よ
り

学
生
の
皆
さ
ん

就
職
し
た
ら

国
民
年
金
の
届
け
出
を

二
十
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
は

、

国
民
年
金
の
第

一
号
被
保
険
者
と
し

て
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
卒
業
後
、

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
道
を
選
び
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ

る
方
は
、
国
民
年
金
の
第

二
号
被
保

険
者
と
な
り
加
入
種
別
が
変
わ
り
ま

す
。こ

の
場
合
、
次
の
よ
う
な
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
役
場
の
国
民
年
金
係
へ

「
種
別

変
更
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

②
会
社
へ
就
職
さ
れ
る
方
は
、
学

生
時
代
に
加
入
し
た
と
き
の
年
金

手
帳
を
、
就
職
先
の
会
社
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
卒
業
し
て
も
就
職
し
な
い

場
合
あ
る
い
は
農
林
漁
業
や
自
営
業

の
場
合
は
、
引
き
続
き
国
民
年
金
の

第

一
号
被
保
険
者
で
す
か
ら
、
手
続

き
は
不
要
で
す

。

ま
た

学
生
期
間
中
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
聞
の
あ

る
方
は
、
年
金
頼
を
計
算
す
る
場
合

、

保
険
料
納
付
済
期
間
に
比
べ
て

三
分

の

一
の
額
に
な
り
、
満
額
の
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

。

そ
の
た
め
に
免
除
を
受
け
て
い
た

方
が
、
そ
の
後
生
活
に
余
絡
が
で
き
、

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な

っ
た
時
に
、
十
年
前
ま
で

遡
っ
て
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険

料
の
全
部
ま
た
は
、

一
部
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

〈
参
考
〉

国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
次
の

三

種
類
で
す
。

。
第

一
号
被
保
険
者

農
林
漁
業
や
自
営
業
者
、
学
生

。
第
二
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
る
人

。
第
三
号
被
保
険
者

第

二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者

国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

農
林
漁
業
や
自

営
業
者

・

学
生
な

ど
第

一
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
、
保

険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

皆
さ
ん
が
、
将
来
年
金
を

受
け
る

た
め
に
は
、
加
入
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
毎
月
の
保
険
料
を
確
実
に
納

付
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す

。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
老
後

は
も
ち
ろ
ん
、
万

一
の
場
合
に
も
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
、
今
す
ぐ

納
め
ま
し
ょ
う

。

。
四
月
か
ら
一
万
五
百
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成

五
年
四
月
か
ら
、
月
額

一
万
五
百

円
に
な
り
ま
す

0

0
割
引
前
納
制
度
の
利
用

保
険
料
の
前
納
制
度
を
利
用
す

る
と
、
有
利
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

毎
月
納
め
に
行
く
手
間
も
省
け
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
便
利
で
す

。

O
納
付
組
織
の
利
用

自
治
会
・

婦
人
会
な
ど
、
地
域

の
納
付
組
織
に
加
入
す
る
と
、
納

め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

。
口
座
振
替
の
利
用

金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
、

毎
月
、
自
動
的
に
払
い
込
ま
れ
ま

す
の
で
、
安
心
で
す

。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
の

国
民

年
金
担
当
ま
で
ど
う
ぞ

。

平成 5年 4 月から 1 年分の保険料額

毎月納めた場合 iiij糾し た場合 害IFî1 Wl� 

定書ii 保険料
(1 0 ， 500円 x12 月)

122 ,960flJ 3 ,04011:1 
1 26 ， 000円

定綴保険料+付加保険料
(1 0 ,900111 x 12 月)

1 27 ， 640円 3 ， 160円
130 ,800jJi 
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、
平
成
五
年
度
軽
自
動
車
税
は
、
さ
れ
、
滞
納
の
原
因
と
な
り
ま
す

五
月
三
十

一
日
が
納
期
限
と
な

っ

の
で
ご
注
意
下
さ
い

。

て
お
り
ま
す
。
四
、

一
二
五
c
c

以
下
の
バ
イ
ク
、

二
、
車
両
を
売
却
、
譲
渡
し
た
と
き
農
耕
用
車
両
に
つ
い
て
の
お
問
い

は
、
必
ず
名
義
変
更
を
し
て
下
さ
合
わ
せ
は

ぃ
。
(
廃
車
し
た
と
き
は
、
廃
車
重
信
町
役
場
税
務
課
ま
で

の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
)
五
、
軽

二
輪
、
自
動
二
輪
等
の
パ
イ

・

軽
自
動
車
税
は
、
四
月

一
日
現
ク
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

在
に
登
録
さ
れ
て
い
る
所
有
者
に
松
山
市
森
松
町

一
O
七
O

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
名
義
変
更
四
国
運
輸
局
愛
媛
陸
運
支
局
ま
で

や
廃
車
手
続
を
し
て
い
な
い
と

、

六
、
軽

四
自
動
車
に
つ
い
て
の
お
問

自
分
の
使
用
し
て
い
な
い
車
の
税
い
合
わ
せ
は

金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す

。

松
山
市
南
高
井
町

一
八

一
四
|
二

三
、
転
居
し
た
と
き
は
、
住
所
変
更
軽
自
動

車
検
査
協
会
愛
媛
事
務
所

の
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
ま
で

・

納
税
通
知
書
が
旧
住
所
に
送
付
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国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

の'1' し(3) 

-新しい保険証を受けとったら

日11E
な
ま
日
め
月
か
年
確
生
か

、

官
、

名
な
氏
が，

.

。

所
誤
う

住
に
よ

・
ど
し

-裏面の注意事項をよく読

んでおきましょう 。

-保険証の記号、 番号を確

認して、忘れずに記録して

おきましょう 。

松山東高等学校

通信制生徒募集

集募母保時臨

働きながら、また家事を続けながら自分の仕事や

家事の都合に応じた学習計画をたて、卒業を目指す

ことができます。

対象生

ー 一 般

特科

保母資絡をお持ちの方で、 111]" 1人jの保育所へ勤務希

望の方は、 「履暦一書J r保同ー資俗証明書」 をこ持参

のうえ、 厚生課までお申し込み ド さい。

生 高校卒業を目的とする コース

生 卒業を目的とせず、教養を身に着ける

ための コー ス

定通併修生 定時制在学中で -部科目を修得するコ

ース

0採用人数 軒下名

0採用時期 4 月から

問い合わせ先 重信町役場厚生課

2�54-2001 内線 253

調停相談会開催のお知らせ

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、

平
成
五
年
三
月
三
十

一
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
三
月
末
日
ま
で
に
該
当
す
る
世
帯
ご
と
に
郵
便
に

て
お
送
り
し
ま
す
。

期
限
(
三
月

三
十

一
日
)
が
過
ぎ
た
保
険
証
は
、
役
場

・

住
民
課
へ
お

返
し
下
さ
い
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
方
で
、
資
格
喪
失

手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
早
急
に
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

住
民
課
・
国
保
係

ま
で
。
(
宮
六
四
|
ニ
O
O

一
)

学習方法

自宅での教科書 ・ 学習書などをもとに自学自習を

進めていくことが中心になります。学習は各科目と

もレポー ト 、スクー リ ング、試験を基本に進めてい

きます。その他に特別活動を履修することになって

います。

修業年限は 4 年以上です。

出願期間

平成 5 年 2 月 15 日(月)から 4 月 6 日(刈まで

出願期間については事情により 4 月 23 日(剣まで受け

付けます。

問い合わせ先

松山東高等学校通信制課程

干790 松山市持田 111]" 2 T 目 2 の 12

宮崎ー0131

43-0187 
(電話、郵便いずれにでも可)

松山調停協会では、この度、松山地方裁判所、松

山家庭裁判所の御協力を得て、交通事故、宅地建物、

農地、金銭貸借関係、又は離婚、遺産相続等でごた

ごたしたり、いさこさがあったりして悩んでおられ

る克々のために、このような場合の解決方法や法律

子続きの仕方等について F記の通り相談に応じるこ

とになりました。

この相談は無料ですし、秘密は絶対に守りますか

ら安心してお気軽においで下さし、。

日時平成 5 年 3 月 26 日 (金)

午前 1 0時から午後 4 時まで

松山市一 番町 3 丁目 1 -1 

株式会社三越松山店 2階

場所

ゲストサロン
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新
入
生
を
お
持
ち
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご

さ
い
ま
す
。

今
年
の
重
信
町
内
小
学
校
へ
の
新

入
学
児
(
昭
和
六
十

一
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
六
十

二
年
四
月
一
臼
生
ま

れ
)
は
、
二
百
八
十
六
人
で
す
。

該
当
す
る
お
子
さ
ん
で
、
下
記
の

名
簿
に
漏
れ
て
い
た
り
、
病
気
や
そ

の
他
の
理
由
で
就
学
猶
予
の
申
請
を

す
る
方

、

二
月
一
日
以
降
に
転
入

し

た
方
で

、

手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な

い
方
は
、

重
信
町
教
育
委
員
会
・
教

務
課
(
宮
六
回
|
一
五
O
O
)
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

名
簿
は
平
成
五
年
二
月

一
日
現
在

で
作
成
し

、
生
年
月
日
の
順
で
記
載

し
て
い
ま
す
。5皇室担β〉

O A. � 

鍋松松片亀森 水 近佐宮 j度原加大堀岡長滝黒西水塩伊高来池
々

口藤木本部 藤野口野尾本河田田田藤松島田
女男

崇晋曹、健 j告 利 虎 裕 唯広勝紘宏俊兼 弘泰 良 剛 達
太太 61 65 

誠朗明郎之理光彦裕 也 顕史志秀輝行和吾純 一 久優輔大寿紀 人 人

島下村山田

横津堀杉増 山池 窪宮森井水宮佐長吉渡鎌伊芝冨佐 小 佐清西
々

井田 池 原田下回田田 川 上田田伯田 川 部田藤田永伯 池 木水信 126 
人

北吉井IJ、学校{変和賢雅 j享昂桂光雄浩真裕一晋泰貴柿崇紀大真

輔司光学暁弘幸馬吾成文介史明平志介輝太守之介広哉晋宏

武篠中 竹 清佐橋相 j度谷桑青八 j度黒菊宮越 櫛 森 j度山長松山中足津水日相渡西高田荒

部下島 j甫家村立村田野原部 山 橋中 川

央
樹
雄
大
弘
樹

慎

一

克
洋
大
典
洋
介

浩

一先

竜

也

隆
文

司
吋

刀
ロ

ヨ
ペ
・
日
μ

裕
太
郎

裕
介

千
華
子

美
佳
玲
子
彩
香
蓉
子
深
咲

あ
ゆ
み

優
紀
愛
美
香
織

ゆ
か
り

真
奈
美

里
奈

奈
津
希

文
香
千
恵
麻
未
公
美
理
沙
由
紀

留
山山

あ
き
の

真
衣

原木木部河 地 田智部智崎野内水伯本原部

川

中

川

田

高
橋
清
水
西
原
窪
田
坂
尾
尾
形

西

山

野
間
和
田
今
野

高
須
賀

中
村

高
須
賀

三

谷

松
本
塁
谷
栗
田

麻
衣

綾

加

容
子
裕
子

み
ゆ
き

和

桂

ひ
と

み

睦
美

裕
香
子

祐
子
麻
衣
文
美

文ト
口

A
dt
 

佳理菌
山川

幕
方樹

j少彩佳友由真

菊松水大水石

池 田田西崎原
女男

一 良竜太弘
56 65 

裕太太一章玲 人人

森坪伊石土渡岩野森中木一百重中和宮西 山+
什
中
内
口

都
築

曽
我
部

小
笠
原

平
松
高
市

村下色清松 川 田岡田内

文 {憂真尚沙有亜

囲内井 山山 部本島

wu
「里織子メ

布
H布香士

口
φ

求
中

綾
華
美
晴
史
子

真
菜
美

琴
美
紗
代

み
ゆ
き

加
奈

麻
奈
美

結
依
真
衣南吉井小学校

人

慎勇健綾啓俊

也郎太亮伍彦

井大西祢l 大渡海石田 i度高関近石松新高渡藤池越渡村井河宮 小 飯大本酒束 i度波野 i也
須

門 北 村本西部田田 中 部賀谷藤 川 本立尾部田 川 智部上上合本原尾野田井村部部口田

幸裕 j告裕信啓秀賢隼和大勇
太

博裕之裕輔 人 志樹誠貴彰 介 紀郎 人也 樹 一 裕 也人 久章貴 一 志範良温朗 則 紘徹貴矢之

奨英智博博龍修弘 秋 基敏秀通敬晃朋貴桂聡壮雅

岸

川

中
村
鶴
原
和
田
上
岡
竹
本
客
野

横
田
中
峠
真
山

中
西
高
橋
明
賀
也
リ

稲
積
佐
伯

大

北

黒
田
杉
本

阿
曽
沼

竹
内

土

田

高
須
賀

ヤ
之

W
0

・づ
杭
立
日

新
立
高
木
渡
部
渡
部
恒
岡
績
木
上
田
松
本

三

好

山
下
水
田

和

田

高
封

太悶
円

以
S
J

詳
平
大
祐

朔

一

雅

也

宗
臣
雄
大

朔
太
郎歩充誠

且
日
円
本ん

佑
介
勇
作
鉄
平

ま

な
み

絢
香
佑
衣

翠

桜
子

ひ
と
み

江
里
子

亜
紀
子

亜
季
子

輝
美
結
花
尚
子
寛
子

あ
ゆ
み

由
美

士
山

大
爪

夏
季
裕
美
麻
里

幸



男
日
人

女
日

人

丹
生
谷
達

也

山
ノ
内
稔

安
田
智
彦

青
井
崇

野
中
直
樹

間
一
藤
田
大
輔

加
入

永
野
周

丹
生
谷
亮

野
中
祐

石
丸
宗

高
須
賀

高
市
啓

古l 朔徳 也 太作

広 報 しげの ぶ

拝志小学校

村和難安 j度金松宮浅渡音大西安玉萩字平佐
i皮都

上回江井遺子 F 内 山 部 川 西原井井森宮岡野

麻彩祥広真奈若里ル 志絵友亜亜
李々

舞ilE ì毎子美梨美葉奈ミ希綾恵 帆 梨美樹弓泉

坪掛藤樋佐芝 山 虞平高松猪寺西国永八松
之

内 川 田口藤 内嶋井原下原居本中井木岡

美す真友香千麻美美麗仁 莱 桐 佑範結
み梨紀 実由

樹れ子奈住晴子子賞佳美槙南子綾季子香

森高
須
賀

森菅
原

問
山

，
々t'

女男
知英拓靖修

4 5 
彦司郎弘平 人 人

山 相武谷

日原智 El i 
智留美な

つ
絵美里き

上林小学校

武高井小野大武永山

智橋上 池 中森智野本

か 友か道未 太曹、
な里お
子愛恵り子来 i光 郎 昌

森井高野高高野丹 竹
生

上橋中市橋中谷 村

法奈絵真芙奈美梨真

子穂美悠美々佳絵依

もう取付けましたか LP ガス安全器具

L P ガスは、私達に便利な家庭用燃料として、 l幅広く 利用されていますが、 コ ックの誤開放、点火ミス等

取扱い方を誤りますと大きな事故につながります。

こうしたうっかりミスによる事故を防止するため、マイ コ ンメー夕、ガス漏れ警報器、 ヒ ューズコ ック等
の安全器具が開発され、園、愛媛県では、平成 5 年 9 月までに全世帯に設置するよう運動を進めています。

事故防止のため、ぜひとも安全器具を設置しましょう。

マイコンメータ
たれ優な

、

ヴト
ふの心

人
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2 立;消凶自
:捻布紅〔こぽれや風などて.火が1消l'向'j えると.

白重到動'JJ郁的Jに可ガrスを 1止l上A的ます@械能があります。

-ガスが一度に大量に流れたとき ./---" _._.-....., 
」く 自動的に \

・ガスを畏時間使い続けたときご ) "':_-_;_ . ~-~ -:; ) 
1く ガスを止める ノ

・ガス漏れをキャ ッチしたとき ' ......... 一一一~
(奮報器連動の場合) 一一一、\

/' " 
・ご くわ すかのガ スが」〈 ¥ 

ヰゴ〉 奮報表示 J
30 日 間 漏れ 続 けたと~~ ノ

，~ _,.,."./ 

三~一一一/

4 ガ相警報器
ガス漏れをキャ、γ チして.ブザーや

背 ，Uで知らせます。 7イコンメータ

と Æ~}J させると向動的にガえを 1 1 :め

ます. 床面から30cm以内，コンロか

ら 4m以内に』空間します。
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狂犬病予防注射と畜犬登録

平成 5 年度の狂犬病予防注射と畜犬登録を別表の

日程で実施します。

毎年 l 回の登録と注射は飼主の義務です。
けるようにしましょう 。

料金

注射料
登録料

合計

必ず受

2 ， 520円

2 ， 100円

4 ， 620円

日 l人l 容 耕l R市

3 月 9 日
14 : 00 愛峻ml~飽指導

講義「品 l血圧について」 課長
(!)() 

15 : :30 備本良一

高血If教室

3 月 16 日
10: 00 

講義 fi成温について J lう /jl.ム干栄養 l→

~ 
(!)() 

12 : 30 
調尽!実智 fi成 I昆食J 阿保健婦

〈病気別健康教室の日程・内容〉

この期間中に注射及び登録ができなかった場合は、

注射は動物病院で、登録は役場厚生課で受け付けて

います。

※開始時 unの 30分 iííj か ら受 i'I をします。

5.55.4.1'"'-'5.58.4.29聞に

交付を受けた海技免状(四級小型

船舶操縦士)をお持ちの皆さんへ

本船舶職員法が改正され、平成 4 年 4 月 l 日から引換

えを行 っ ています。

*新 しい海技免状と引換えましょう。

本引換期聞は、あ とわずかです。(平成 5 年 3 月 3 1 日

まで)

本引換期間経過後は、講習が必要と なります。

5if二 4 月 1 日以降)

(平成

σ〉

① j毎技免状引換申請書

② j毎技免状用写真票

(写真 3 セン チ x 3 センチ 1 枚)

③ i毎技免状(本籍、氏名に変更がない場合)

④ 印鑑

fi'0878 -21-5621 

fi'0886 -22 -7622 

fi'0899 -51-0145 

fi'0898 -23 -3223 

fi'0895 -22 -0260 

fi'0897 -33 -2255 

fi'0888 -32 -1175 

病
気
別
健
康
教
室
の

ご
案
内

病
気
別
の
健
康
教
室
を
二
月
よ
り

行
っ
て
い
ま
す

。
今
回

「
高
血
圧
教

室
」

を
開
催
し
ま
す
の
で
皆
さ
ん
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
お
こ
し
下
さ
い
。

〈
場
所
〉

町
民
会
館

〈
持
参
品
〉

健
康
手
帳
(
当
日
発
行
可

)

〈
参
加
費
〉

無
料

〈
申
し
込
み
方
法
〉

実
施
日

一
週
間
前
ま
で
に

、

役
場

・

保
健
婦
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

も引換申請手続きに必要な

「ーお問し、合わせ先

船員音11船舶職員課

徳島海運支局

松山海運支局

今治海運支局

字和鳥海道支局

新居浜海運支局

高知海運支局

四国運輸局

平成 5年度狂犬病予防注射及び畜犬登録日程表

月・日 J4j 所 時 間

4 月 12 日 山之内 公民館 9: 50-10 :00 

(月曜日) 岡えん堤 10 : 05 -10 : 15 

荒木谷ノ〈ス停 10 :20-10: 30 

井 IJ 公民館 10:35-10:50 

樋 IJ 公民館 1l:00-11:55 

横河原 一 二本松 13 : 00 -13 : 30 

療養所所j 13 :40-14 :20 

見奈良 公民館 14:30-15:00 

4 月 13 日 横河原 公民館 9 :30-10:00 

(火曜日) 志津川 公民館 10:10-11 :00 

八反地公民館 1 1 : 10 -12 : 00 

凶 |読j 公民館 13: 00 -13 : 30 j 
i也之下公民館 13:40-14:00 

fH 窪 公民館 14:10-14:50 

4 月 14 日 役場駐車場 9:00-9:50 

(水曜日) 田窪団地公民館 10 : 00 -10 : 50 

閃 律 公民館 11 : 00 -11 : 50 

1屈 池公民館 13:00-13:30 

牛減1J 公民館 13:40-14:20 

日野歯科前
14 : 30 -15 : 00 

(旧第 2 保育所守)

4 月 15 日 播磨台団地公民館 9: 30-10: 10 

(木曜日) 新村公民館 10: 20-10 :40 

北野田 公民館 10:50-11 :10 

南野間 公民館 11 :20-11 :50 

上村公民館 13 :00-13 :20 

石丸敏雄宅前 13 : 30 -13 : 50 

下林西の谷公民館 14 :00-14: 20 

仙幸寺集会所 14:30-14:50 

4 月 16 日 上林 i勇水公民館 9:40-9:50 

(金曜日) 中筋集荷所 10 : 00 -10 : 10 I 
谷ノ〈ス {亭 10:20-10:30 

公民館 10 : 40 -11 : 00 

花山菅野宅rJ'J 11:10-11:20 

一ノ瀬集会所 11 : 30 -11 : 40 

下林 八幡集会所 13: 00 -13: 20 

助兼集会所 1 3:30- 1 4:0。

旧拝志森林組合横 14:10-14:20 

別府倉庫前 14:30-14 :50 



ぷ、

ふ
れ
合
い
の
日
の
た
め
に

学
校
で
の
取
り
組
み

寸
広
報
し
げ
の
ぶ
L

に
紹
介
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
家
庭
も
地
域
も
学

校
週
五
日
制
を
正
し
く
理
解
し
て
く

だ
さ
り
、
ふ
れ
合
い
の
日
の
適
切
な

対
応
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
有
り
難

く
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
何
と
申
し
ま
し
で
も
、

受
け
皿
の
主
役
は
児
童
自
身
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
校
教
育
の
中

で
も
、
家
庭
や
地
域
社
会
の
中
で
主

体
的
に
体
験
的
活
動
が
で
き
る
よ
う

な
子
供
に
育
て
た
い
と
工
夫
し
て
い

ま
す
。
そ
の

一
部
を
簡
単
に
紹
介
し

ま
す
。

O
教
科
で

学
習
内
容
で

、
体
験
的
な
も
の
、

製
作
的
な
も
の
が
あ
れ
ば
「
自
分

も
や
っ
て
み
た
ら
、
自
分
も
作
っ

て
み
た
ら

」

の
教
師
の
働
き
か
け

や
、
実
施
し
た
こ
と
を
称
賛
し
な

が
ら
発
表
さ
せ
る
な
ど
体
験
的
活

動
を
重
視
し
て
い
る
。

*

特
に
生
活
科
の
「
お
も
ち
ゃ
で

あ
そ
ぼ
う
よ
」

の
後
な
ど
、
家
庭

で
も
独
楽
を
作
っ
た
り
、
や
じ
ろ

べ
え
を
作
っ
た
り
し
た
子
が
多
く

い
た
。

O
運
動
会

縦
割
り
グ
ル
ー
プ
、
赤
・
臼

・

賞
・

青
に
分
け
、
グ
ル
ー

プ
名
、

応
援
の
旗

・

パ
ネ
ル
作
り
、
応
援

合
戦
、
競
技
作
戦
な
ど
子
供
た
ち

に
任
せ
る
。
ま
た
、
縦
割
り
を
生

の, -f' し報広(7) 

か
し
た
種
目
を
多
く
取
り
入
れ
た
。

*

グ
ル
ー
プ
長
を
中
心
に
集
団
と

し
て
の
ま
と
ま
り
が
で
き
、
主
体

的
に
取
り
組
み
、
盛
り
上
が
り
の

あ
る
運
動
会
と
な
っ
た
。

O
縦
割
り
集
団
に
よ
る
遊
び
集
会

(
め
ち
ゃ
が
ん
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
)

代
表
委
員
会
で
の
話
し
合
い
に

よ
っ
て
、
遊
び
で
の
内
容
や
名
前

を
決
め
て
い
く
こ
と
で
子
供
た
ち

の
意
欲
や
関
心
を
高
め
て
い

っ
た
。

遊
び
の
内
容
は
、
話
し
合
い
で

決
定
し
、
終
了
後
、
遊
び
の
反
省

を
し
次
の
機
会
に
生
か
す
よ
う
に

し
た
。

教
師
の
少
年
時
代
の
遊
び
を
紹

介
す
る
な
ど
し
て
、
遊
び
を
多
岐

高
度
な
も
の
に
す
る
よ
う
援
助
に

努
め
た
。

*
他
学
年
の
児
童
が
集
ま
っ
て
遊

ぶ
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

O
お
別
れ
遠
足
(
計
画
中
)

森
ノ
木
泉

・

三
奈
良
神
社
・
野

中
城
・
五
輪
塔
・

片
山
神
社
・

築

島
神
社
・

船
川
神
社
・

護
国
院
な

ど
を
回
る
フ
ィ
ル
ド
ワ
ー
ク
的
な

も
の
と
し
、
ク
イ
ズ
な
ど
で
楽
し

み
な
が
ら
、
郷
土
へ
の
関
心
を
高

め
、
自
ら
が
文

化
財
に
足
を
運
び

調
べ
よ
う
と
す
る

意
欲
を
育
て
る
。

生
活
科
は
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
、

自
然
と
の
か
か
わ
り
、
自
分
と
の
か

か
わ
り
を
目
と
手
と
心
で
体
験
し
て

い
く
こ
と
、
学
習
を
教
室
に
留
め
ず
、

家
庭
・
地
域
社
会
に
広
げ
て
い
く
こ

と
を
め
あ
て
に
し
て
い
ま
す
。
ふ
れ

と校、合
もで、ぃ
思の、の

い学、日
ま習、は
すの、
。生、生

活、活
化、科
でと
な同
け様
れ
ば学、

青
年
海
外
協
力
隊
員

募
集
説
明

A
Q
一
品

松
山
会
場

マ
日
時
一
四
月
二
十
六
日
間
・

五
月

十
八
日
ω

十
八
時
l

二
十

一
時

マ
場
所

一
愛
媛
県
国
際
交
流
セ
ン
タ

l
(
松
山
市
堀
之
内
八
番

地
)

新
居
浜
会
場

マ
日
時
一
五
月
十

一
日

ω

十
八
時
1

二
十

一
時

マ
場
所
一
新
居
浜
市
民
福
祉
会
館

(
新
居
浜
市
繁
本
町
八
|

六
十
五
)

マ
内
容
一
派
遣
の
シ
ス
テ
ム
や
待
遇

等
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明

し
ま
す
。
ま
た
隊
員
O
B

、

O
G

の
体
験
発
表
も
あ
り

ま
す
。
入
場
料
、
予
約
等

は

一
切
不
要
で
す
。
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
一

国
際
協
力
事
業
団
四
国
支
部

合
口
八
七
八
|一二
三|

O
九
O
一

愛
媛
県
国
際
交
流
課

荷
台八
九
九|

四
一
二|

一
二
O
七

第
十
八
田

町
民
体
力
つ
く
り

四
百
歳
駅
伝
大
会

横
河
原
が
十
連
覇
グ

第
十
八
回
四
百
歳
駅
伝
大
会
が

二

月
七
日
、
町
民
会
館
周
辺
道
路
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
悶
で
し
た
が
、

分
館
対
抗
に
十
七
チ
ー
ム
、
中
学
生

部
活
動
対
抗
に
三
十
七
チ
l

ム
、
オ

ー
プ
ン
参
加
に
十
五
チ
l

ム
の
計
六

十
九
チ
ー

ム
が
参
加
し
健
脚
を
競
い

ま
し
た
。

...，:;品心掛

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
横
河
原
(
十
年
連
続
)

タ
イ
ム
五
十

三
分
五
十
九
秒

準
優
勝
八
反

地

第
三
位
志
津
川

第
四
位
上
林

第
五
位
西
岡

第
六
住
樋
口



(8) 

春日

教

ョ~
同

同

ぶ

「
第
四
国
人
権
を
語
る
集
い
」
か
ら③

同
和
問
題
に
学
ぶ

重
信
中
学
校

二
年

成
瀬
季
美

「
人
権
」
何
と
心
地
よ
く
響
く

言

葉
で
し
ょ
う
。
人
が
人
と
し
て
尊
重

さ
れ

、

人
間
ら
し
く

生
き
る
こ
と
の

で
き
る
社
会
。
そ
れ
が
、
人
権
を
保

障
さ
れ
た
社
会
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
う
い
っ
た
社
会
こ
そ
が
、

長
い
人
類
の
歴
史
の
中
で
、
達
成
す

べ
き
理
想
の
姿
で
あ
る
と
思
い
ま
す

。

し
か
し
、
今
、
私
が
「
人
権
」
に
つ
い

て
考
え
る
と
き
、

必
ず
そ
の
裏
側
に

「
差
別
」

と
い
う
、
理
想
と
程
遠
い

現
実
に
目
を
向
け
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
、
A
1の
私
た
ち
の
社
会
は

、

理
想
に
遠
い
状
態
で
あ
る
こ
と
の
あ

ら
わ
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
中

で
も
、
現
在
の
日
本
が
当
面
し
て
い

る

人
権
侵
害
の
最
も
重
大
な
問
題
が

のt-f' し報広

「
同
和
問
題
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す

。

以
前
、
ビ
デ
オ
で
同
和
地
区
の
人

々
の
話
や
仕
事
の
よ
う
す
を
学
溜
し

ま
し
た
。
厳
し
い
差

別
の
現
実
や
そ

の
中
で
た
く
ま
し
く
生
き
て
き
た
よ

う
す
を
聞
く
う
ち
、
差
別
へ
の
怒
り
、

そ
の
人
々

の
生
き
方
に
対
す
る
感
動

か
ら
、
私
の
目
か
ら
は
涙
が
あ
ふ
れ

で
い
ま
し
た
。

私
は
、
自
分
自
身
が
部
落
差
別
に

あ

っ
た
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

そ
の
差
別
の
厳
し
さ
、
辛
さ
を
考
え

て
み
て
も
、
同
和
地
区
の
人
々
と
同

じ
も
の
を
感
じ
る
こ
と
は
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
し
か

し
、
ビ
デ
オ
や
講
演
、

学
校
で
の
学
習
を
通
し
て
、
少
し
ず

つ
で
も
こ
の
人
々
に
近
づ
い
て
い
る

つ
も
り
で
す
。
そ

し
て
、
「
不
合
間
叩

な
部
落
差
別
な
ん
か
、
同
十
く
な
く
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
よ
ー
す
ぐ
な

く
す
べ
き
だ
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
以
前
の
私
は
、
こ
ん
な

に
深
く
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
ク
ラ
ス
に
あ
る
小
さ
な

「
是

別
」
さ
え
も
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。見

か
け
だ
け
で
判
断
し
、
人
の
気

持
ち
も
考
え
な
い
で

、

勝
手
な
こ
と

を

一
討
っ
て
い
る

人
が
い
た
の
で
す

。

そ
れ
を
見
た
私
は
、
た
だ
の
「
悪
μ

」

だ
と
思
い
、
同
情
し
た
り
、
な
ぐ
さ

め
る
だ
け
で
し
た
。
そ
の
悪
口
が
、

だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
っ
て
い
っ
て
も
、

私
は
注
意
す
ら
満
足
に
で
き
な
か

っ

た
の
で
す
。
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
く
、

聞
い
て
い

る

私
で
さ
え
、

我
慢
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
先
生
に
相
談
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
時
初
め
て
、

そ
れ
ら
の
こ
と
が
「
差

別
」
だ
と
分

か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
は
、
な

る
べ
く
注
意
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

見
下
し
た
よ
う
な
反
応
し
か
返
っ
て

こ
ず
、
少
し
も
減
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
く
ら

亘

っ
て
も
分
か
っ
て
も
ら
え

ず
、
け
ん
か
に
な

っ
た
こ
と
も
度
々

あ
り
ま

し

た
。
い
や
に
な
り
、
も
う

あ
き
ら
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
ク
ラ
ス
で
話
し
合
い

を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
は
、
自
分
た

ち
の
ク
ラ
ス
の
中
に
、
差
別
が
あ
る

こ
と
、
自
分
が
差
別
を
し
て
い
る
こ

と
に
は
、
い
っ
こ
う
に
気
づ
い
て
い

な
い
よ
う
で
し
た
。
(
中
略
)

そ
の
た
め
、
平
く
、
部
落
差

別
を

理
解
し
、
な
く
す
た
め
、
ま
た
、
ク

ラ
ス

の
中
に
あ
る
「

産
別
」
や
「
い

じ
め
」
を
な
く
す
た
め
、
「
同
和
教

育
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

。

い
ろ
い

ろ
な

ビ
テ
オ
を
見
た
り
、
講

演
を
聞

く
た
び
、
し
っ
か
り

し

な
く
て
は
、

こ
ん
な
不
合
理
は
絶
対
に
な
く
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

気
持
ち
が
、

ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
き
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
と
、
私

た
ち
は
、
差
別
を
な
く
す
た
め
の
努

力
を
し
て
き
で
い
ま
す

。
し
か
し
、

完
全
に
は
差
別
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
せ
ん
。
で
す
が

、
少
し

ず
つ
、

減
っ
て
き
て
は

い
る
で
し

ょ
う

し
、

だ
ん
だ
ん
と
部
搭
老

別
に
つ
い
て
与

え
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
は
雌
か
だ
と
忠
い
ま
す
。

私
は
、
ク
ラ
ス
で
の

差
別
を
な
く

す
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
先

生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
友
達
か
ら
の
協
力
も
得
ま
し
た

。

こ
こ
ま
で
や

っ
て
き
て
、
引
き
下
が

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

完
全
に
ク
ラ
ス
内
か
ら
な
く
な
る
よ

う
に
、
話
し
合
っ
た
り
、
注
意
し
合

っ
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す

。

こ
の
国
か
ら
、
こ
の
世
の
中
か
ら
、

世
界
の
国
々
に
あ
る
差
別
、
例
え
ば

「
人
種
差
別
」
や
「
男
女
差
別
」
も

そ
う
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
の
厳
し
い

差
別
を
解
消
し
て
い
く
た
め
に
、
今
、

私
が
で
き
る
こ
と
は
、
「
い
じ
め
」

や
「
仲
間
は
ず
し

」

な
ど
、
身
近
に

あ
る
差
別
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
で

す
。

「
い
じ
め
」
や

「
仲
間
は
ず
し
」

よ
り
も
「
部
落
差

別
」
の
ほ
う
が
、

は
る
か
に
厳
し
い
も
の
で
す
。
し
か

し
、
ど
ち
ら
も
、
人
に
与
え
る
心
の

痛
み
は
同
じ
で
あ
り
、
差
別
を
生
み

だ
し
、
残
し

て
き
た
理
由
も
同
じ
で

す
。
小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
、
少
し

ず
つ
で
も
、
差

別
解
消
の
た
め
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

気
持
ち
に
な
れ
た
こ
と

が
、
私
が
同
和
問
題
か
ら
学
ん
だ
こ

と
で
す
。

-新刊図書のご案内
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「
牛
測
昭
和
倶
楽
部
」

愛
媛
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

松
山
地
方
協
議
会
表
彰

ぷ、

牛
測
昭
和
倶
楽
部
(
大
西
忠
良
部

長
)
は
、
昭
和
六
十
年
発
足
以
来
地

域
の
伝
統
行
事
復
活
及
び
継
承
を
進

め
て
お
り
、
住
民
活
動
に
多
大
な
功

績
を
認
め
ら
れ
、
愛
媛
県

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
推
進
協
議
会
松
山
地
方
協
議
会

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た

3

今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

の'1' し幸良広(9) 

郷
土
の
歴
史
を
知
ろ
う

内
容
は

「
横
河
原
扇
状
地
の
開
発

と
集
落
の
立
地
と
発
展
」
(
窪
田
重

治
)
、
「
長
慶

天
皇
浮
島
陵
と

河
野

霊
社
の
著
書
出
版
と
浮
島
陵
の
修
復
」

(
相
原
龍
)
、
「
河
野
氏
の
歴
史
と

道
後
湯
築
城
・

新
刊
読
後
私
感
」

(
武
智
成
彬
)
、
「
造
塔
の
流
れ
の

な
か
の
重
信
町
内
五
輪
塔
」

(
高
橋

大
蔵
)
、
「
重
信
町
民
の
昭
和
史
l

従
軍
回
想
歌
と
人
L
(
渡
部
正
寿
)

「

農
地
改
革
随
想
」
(
森
常
蔵
)
、

「
絵
馬
雑
抄
録
」
(
武
智
成
彬
)
、

「
河
野
氏
の
滅
亡
と
郷
土
の
武
将
た

ち
」
(
別
府
頼
雄
)
の
八
篇
、
い
ず

れ
も
郷
土
に
ゆ
か
り
深
い
歴
史
読
物
、

論
考
、
随
想
ば
か
り
で
す

。

中
で
も
窪
田
重
治
氏
の
特
別
寄
稿

「
横
河
原
扇
状
地
の
開
発
と
集
落
の

「
重
信
史
談
十
一
号
」
発
行

/主イ宏史』ぺ久

'11 L. ，~ .;J. 

011 11 :; 

重
信
史
談
会

(
武
智
成
彬
会
長
)

で
は
、
こ
の
ほ
ど
全
誌
「

重
信
史
談
」

十
一
号

(
A五
判
・
一
三
八
円
l
)
を

発
行
し
ま
し
た
。

重信郵便局からのお知らせ

来る 4 月 1 日から郵便窓口取扱い時聞が、下記の

とおり変わります。(貯金、保険は変更ありません。)

品己

時間外取扱
平常事務

保管郵便物

(速達取扱) 交付事務

月~金
8:00-9:00 

9 :00-19:00 19:30 まで
19 :00-19: 30 

土
8:00-9:00 

9 :00-15 :00 19:30 まで
15 :00-18 :00 

日 . 休日 9:00-15:00 耳足り扱わない 9: 00-15 :00 

郵便貯金

キャッシュサービス 月~木 8:45-18:00 

金 8:45-19:00 

土 9 :00-17:00 

日 取り扱わない

立
地
と
発
展
」
は
、
郷
土
の
生
い
た

ち
を
知
ろ
う
と
す
る
者
に
は
必
読
の

一
篇
と
い
え
ま
す

。

明
治
十
年
代
、

「
横
河
原
渡
し

L

の
渡
頭
集
落
で
、
わ
ず
か
十
数
戸
の

寒
村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
横
河
原
が

、

伊
予
鉄
道
の
開
通
や
新
道
(
国
道
十

一
号
)
の
開
通
、
さ
ら
に
は
愛
媛
大

学
医
学
部
の
誘
致
な
ど
で

「
学
術
衛

星
町
」
と
い
わ
れ
る
今
日
の
姿
に
な

る
ま
で
の
経
緯
を
、
写
真
、
地
図
、

古
文
書
、
古
記
鉢
を
ふ

ん
だ
ん
に
使

っ

て
克
明
に
活
写
し
て
い
ま
す

。

た
と
え
ば
、

「

横
河
原
集
落
の
飲

料
水
は
共
同
井
戸
に

依
存
し
た
。
最

初
の
井
戸
は
明
治

二
十
年
以
前
に
醸

造
業
を
も
く
ろ
ん
で
開
撃
し
た
山
内

愛
次
郎
の
愛
さ
ん
井
戸
(
上
井
戸
)

p、、

職務 l で死亡された商船の絢職船員遺児へ援護金が支給さ

れます。

出生から高等学校を通常の期間により卒業す るまでの!tI1問。

l 人月傾 8 ， 000円 。

}l IJ に、 入学記念品代と して小学校に入学したとき 30 ， 000円、

中学校、高等学校に入学したとき、それぞれ10 ， OOO FCJ悶皇。

申請、照会は、側) 日本殉職船員顕彰会 (東京都千代間区麹

町4-5 i毎事センタービル |村) n03 -3234 -0662 

船員遺族の皆さん

で
、
付
近
八
戸
の
共
向
井
戸
で
あ
っ

た
」
こ
と

や
、
飲
料
水
不
足
が
深
刻

化
し
た
昭
和
四
年
、

土
居
藤
太
は
八

木
菊
次
ら
と
計
っ
て
簡
易
上
水
道
布

設
を
計
画
、
有
志
二
十
二
人
が
日
掛

五
銭
の
出
資
を
担
保
に
し
て
農
業
全

か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
着

工
し
た
こ

と
。
ま
た
、
大
正
十
年
に
は
横
河
原

駅
前
に
は
人
力
車
夫
が
六
人
い
て
、

時
に
は
周
桑
郡
ま
で
客
を
運
び
、
湯

谷
口
ま
で
の
料
金
は
四
十

二
銭
だ
っ

た
こ
と
。
大
正

二
年
に
は
松
末
磨
多

一
が
、
横
河
原
駅
前
で
製
材
業
を
創

業
、
電
力
を
利
用
し
始
め
た
の
は
大

正
十
年
ご
ろ
か
ら
で
、
焼
玉
エ
ン
ジ

ン
の
発
動
機
を
動
力
制
に
建
築
材
、

箱
材
を
製
材
し
て
話
題
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
、
身
近
で
具
体
的
で
懐
か
し

い
記
述
が
多
く
あ
り
ま
す

。

購
読
希
望
者
は
、
重
信
町
歴
史
民

俗
資
料
館
内
、
重
信
史
談
会
事
務
局

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
頒
布
価

格
は

一
川
市
千一
一百
円
で
す

。

。
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閉
園
図
画
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出
生
(
お
め
で
と
う
)2

月
何
日
届
出

のlγ し報広

イF分の日 悦[1のためゴミ収集いたしません. 24 日ωにm してドさい.
2凶川一-

当千島医 国立綴養所愛媛病院 繊河原 !l64-241l 

川

径
一必
原
俊
立

山
崎

l
-
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